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子どもの居場所づくり推進フォーラム開催・・・
　「もしもキセキが起きたなら」館林編が放送・・
第２回リノベーションスクール＠たてばやし・・
台風第19号が襲来・・・・・・・・・・・・・・

▼ 詳しくは、
市ホームページ
をご覧ください
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　首都圏エージェント情報交換会「サロ
ン・ド・Ｇ」が、10月15日、東京都中央
区銀座で開催されました。これは、今後
の館林市のメディア掲載やツアー造成に
つなげていく情報交換会で、在京旅行会
社やメディア関係者など約20社が参加。
2020年に行われる群馬デスティネーショ
ンキャンペーンを中心に、つつじまつり
や日本遺産などが取り上げられました。
プレゼンテーション後は、花山うどん銀
座店で群馬産・館林産の食材を使用した
グルメ試食会も行われ、食の観光もＰＲ
されました。

会場では、里沼のＰＲ動画
が投影され、須藤市長が着
物を着て館林の魅力をアピ
ールした

　
子
ど
も
の
総
合
相
談
窓
口
は
、
子

育
て
の
支
援
を
受
け
た
い
か
た
、
子

育
て
の
支
援
を
し
た
い
か
た
は
も
ち

ろ
ん
、
学
校
や
家
庭
の
こ
と
で
悩
ん

で
い
る
お
子
さ
ん
か
ら
の
相
談
な
ど
、

子
ど
も
に
関
す
る
相
談
全
般
を
受
け

付
け
ま
す
。

　
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
支
援
が
必
要
な
か

た
に
支
援
の
情
報
が
つ
な
が
る
よ
う
、

ご
協
力
い
た
し
ま
す
。

相
談
時
間
　
毎
週
月
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
・
年
末

年
始
を
除
く
）

相
談
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
当
日
は
関
東
短
期
大
学
教
授
の
森も

り

静し
ず

子こ

さ
ん
が
講
演
。
森
さ
ん
は
、「
子

ど
も
は
社
会
の
中
で
と
て
も
弱
い
立

子どもの総合相談窓口開設記念

子どもの居場所づくり推進フォーラム開催

Pick
Up

問合せ　同窓口（℡75-8111　 t.kodomo@snow.ocn.ne.jp）

　
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
居
場
所
の
確
保
や
、
地
域
の
中
で
子
ど

も
た
ち
を
支
え
る
体
制
整
備
を
目
指
し
て
、
10
月
７
日
に
開
設
さ
れ

た
「
子
ど
も
の
総
合
相
談
窓
口
」。窓
口
開
設
を
記
念
し
て
、
10
月
６

日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

窓
口
の
概
要

地
域
を
挙
げ
て
子
ど
も
を

見
守
る
社
会
へ

在京メディア・旅行会社などに

日本遺産・里沼などＰＲ

場
。
だ
か
ら
こ
そ
、
情
報
や
お
金

を
持
っ
て
い
る
親
や
地
域
の
か
た

な
ど
の
大
人
が
子
ど
も
を
守
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
」
と
話
し
、
地
域

社
会
を
挙
げ
て
子
ど
も
を
見
守
っ

て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
し

ま
し
た
。

　館林市、明和・千代田・邑楽町と館林ケーブルテレビ
が協働で行う、住民参加型まちドラマ「もしもキセキが
起きたなら」。それぞれのまちを舞台とした物語が展開し
ていく本作品の、館林編「尾曳伝説のキセキ」の撮影が、
10月14日・20日、市内各所で行われました。11月の放送
に先駆けて、撮影の様子をお届けします。
　最初の撮影場所に集まった、主人公・大

おお

島
しま

淳
じゅん

役の小
こ

林
ばやし

万
まな

夏
と

さんら出演者たち。まちドラマを多く手掛ける監督・
藤
ふじ

橋
はし

誠
まこと

さんの指導の下、稽古の成果を発揮した演技を披
露しました。館林を舞台に、小さな〝キセキ〟が巻き起
こる物語の完成・放送が待たれます。

①共演者と笑顔で交流したり、緊張で不安そうにしていた
り…本番前の出演者たちの表情はさまざま／②セリフを確
認しながら、何度も撮影を繰り返してより良いものをめざ
す／③淳たちは、伝説の解明を目指して市内各所を巡る

放送日時　11月11日㈪～17日㈰
　　　　　11月25日㈪～12月１日㈰
　　　　　※時間　午後４時～、午後７時～
あらすじ　館林市に転居してきた小学生の大島淳。クラスの友人
２人と「尾曳伝説」について調べているとき、祖母から新しい伝
説を聞く。引っ込み思案だった淳は、勇気を出して新しい伝説に
ついて調べないかと 2 人に提案するが…。

Ｒｅｐｏｒｔ
！

もしもキセキが起きたなら
第２話「尾曳伝説のキセキ」

「もしもキセキが起きたなら」館林編

尾曳伝説の謎を
ひも解く物語に
乞うご期待！

第２回リノベーションスクール＠たてばやし

https://www.youtube.com/watch?v=9a0mIx2tn9c
公開プレゼンの内容は、YouTub e から！

YouTube　たてばやしリノベーションスクール

　
第
２
回
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
＠
た
て
ば
や
し
が
、
10

月
４
日
～
６
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
館
林
の
未
来
を

見
据
え
て
、「
欲
し
い
暮
ら
し
」

を
実
現
す
る
た
め
に
参
加
者
が

集
い
、
遊
休
不
動
産
を
利
活
用

し
た
事
業
計
画
を
発
表
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　
ス
ク
ー
ル
マ
ス
タ
ー
の
青あ

お

木き

純じ
ゅ
ん

さ
ん
に
よ
る
全
体
説
明
の
後
、

各
ユ
ニ
ッ
ト
に
分
か
れ
て
不
動

産
オ
ー
ナ
ー
と
の
交
渉
や
メ
ン

バ
ー
同
士
の
議
論
を
重
ね
事
業

計
画
を
練
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
最
終
日
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
が
、

堅
実
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
が
に
じ
み
出
る
公
開
プ
レ

ゼ
ン
を
実
施
。
観
客
は
そ
れ
ぞ

れ
の
プ
レ
ゼ
ン
を
真
剣
な
表
情

で
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　
青
木
さ
ん
は
最
後
に
、「
事
業

を
継
続
し
て
い
く
の
は
大
変
だ

が
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
垣
根
を
超
え

た
当
事
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

あ
る
の
が
館
林
ら
し
さ
。
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
沼
の
風
景

を
守
る
と
同
時
に
、
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
」
と
話

し
、
ユ
ニ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
に
エ

ー
ル
を
送
り
な
が
ら
ス
ク
ー
ル

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。①３日目は、スクールの参加者や各事業所のオーナーなどが

集まり会場がいっぱいに／②真剣にプレゼンするユニットメ
ンバー／③スクールマスターの青木純さん

①

①

③

③

②

②

館林ケーブル
テレビにて放送！

３ 広報館林



台
風
第
19
号
の
館
林
市
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

気
象
情
報
・
河
川
情
報

館
　
林
　
市

住
　
民
　
等

大
雨
警
報

洪
水
警
報

利
根
川
の
水
位
上
昇
に
伴

い
、支
流
で
あ
る
谷
田
川
、

新
堀
川
氾
濫
の
可
能
性
高

ま
る
。
秋
山
川
が
「
避
難

判
断
水
位
」
に
到
達
す
る

大
雨
特
別
警
報

秋
山
川
（
佐
野
市
）
堤
防

決
壊

利
根
川（
八
斗
島
）が「
避

難
判
断
水
位
」
に
到
達
す
る

利
根
川
（
栗
橋
）
が
「
避
難

判
断
水
位
」
に
到
達
す
る

利
根
川
（
栗
橋
）
で
最
高
水

位
９
・
６
１
ｍ
を
記
録

利
根
川
（
栗
橋
）
が
「
氾
濫

危
険
水
位
」
を
下
回
る

利
根
川
（
栗
橋
）
が
「
避
難

判
断
水
位
」
を
下
回
る

エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
安
全
安

心
メ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
テ
レ
ビ
で
情
報
発
信

消
防
団
に
よ
る
広
報

エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
安
全
安
心

メ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ツ
イ
ッ
タ

ー
、
テ
レ
ビ
で
情
報
発
信

エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
安
全
安
心

メ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ツ
イ
ッ
タ

ー
、
テ
レ
ビ
で
情
報
発
信

安
全
安
心
メ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
情
報
発
信

安
全
安
心
メ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
情
報
発
信

避
難
情
報
の
解
除
及
び
避
難
所
閉
鎖

 

・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
で
の
避
難
指
示
発
令
を
準
備

 

・
消
防
団
に
よ
る
避
難
誘
導
の
体
制
整
備 

 

・
氾
濫
発
生
に
備
え
、
文
化
会
館
等
の
避
難
所
３ 

　

か
所
追
加
の
体
制
を
整
備

 

・
多
々
良
川
の
水
位
上
昇
を
受
け
、
江
川
橋
（
木

　

戸
町
）
周
辺
住
民
へ
広
報
車
に
よ
る
注
意
喚
起

利
根
川
（
栗
橋
）
の
水
位
が
下
降
せ
ず
、
堤
防
決

壊
の
危
険
性
高
ま
る
。
決
壊
に
よ
る
浸
水
想
定
地

区
に
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
（
警
戒

レ
ベ
ル
３
）」（
当
郷
町
、
細
内
町
、
千
塚
町
、
田

谷
町
、
四
ツ
谷
町
、
大
島
町
、
楠
町
※
避
難
勧
告

を
発
令
し
た
地
区
以
外
に
発
令
）

台
風
接
近
に
備
え
警
戒
態
勢
を
と
る

早
め
に
避
難
で
き
る
よ
う
自
主
避
難
所
を
開
設

（
４
か
所
）

自
主
避
難
者
数
の
増
加
を
受
け
、
自
主
避
難
所
を

追
加
開
設
（
３
か
所
）

谷
田
川
、
新
堀
川
、
秋
山
川
流
域
の
地
区
に
「
避

難
勧
告
（
警
戒
レ
ベ
ル
４
）」（
上
赤
生
田
町
、
赤

生
田
本
町
、
赤
生
田
町
、
羽
附
旭
町
、
堀
工
町
、

分
福
町
、
青
柳
町
、
苗
木
町
、
野
辺
町
、
上
三
林

町
、
下
三
林
町
、
入
ヶ
谷
町
、
下
早
川
田
町
（
雲

龍
寺
周
辺
））

 

・
計
13
か
所
の
避
難
所
開
設

 

・
近
隣
市
町
か
ら
の
広
域
避
難
受
け
入
れ
を
連
絡

避
難
者
の
受
入
拡
大
の
た
め
、
城
沼
総
合
体
育
館

を
避
難
所
と
し
て
追
加
開
設

多
々
良
川
の
水
位
上
昇
に
よ
り
、江
川
橋
（
木
戸
・

日
向
町
）
陸り

っ

閘こ
う

閉
鎖

秋
山
川
氾
濫
発
生
を
受
け
、
消
防
署
・
消
防
団
に

よ
る
下
早
川
田
町
（
雲
龍
寺
周
辺
）
の
現
地
調
査

下
早
川
田
町
（
雲
龍
寺
周
辺
）
に
「
避
難
指
示
（
緊

急
）（
警
戒
レ
ベ
ル
４
）」

 

・
消
防
団
に
よ
る
該
当
地
区
住
民
へ
の
毎
戸
声
か

　

け
を
実
施

7:3013:1517:3020:1221:4522:200:003:0010:30

15:00

15:00

0:00 ～8:50 9:0014:0018:0020:3021:2522:1023:30

12 日

11 日

13 日

14
か
所
の
避
難
所
に
合
計
約

１
０
９
０
人(

市
外
97
人)

が
避
難
。
避
難
所
は
自
宅
の

よ
う
に
快
適
な
場
所
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
避
難
さ
れ
る
か

た
も
、
可
能
な
限
り
準
備
・

持
参
し
た
う
え
で
、
避
難
さ

れ
る
こ
と
を
推
奨
い
た
し
ま
す避難所の様子（中部公民館）

10月13日渡良瀬遊水地を上
空から撮影。渡良瀬遊水地
が利根川の水を貯留

江川橋の陸閘が多々良川の越水
を防いだ

避
難
勧
告
等
を
発
令
し
て
い

る
中
で
も
、
台
風
通
過
後
は

帰
宅
す
る
か
た
が
多
く
い
た
。

雨
が
止
ん
で
も
上
流
で
降
っ

た
雨
に
よ
り
、
水
位
は
上
昇

し
、
氾
濫
の
危
険
性
は
あ
る
。

自
己
判
断
で
帰
宅
せ
ず
、
避

難
情
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る

間
は
、
浸
水
の
お
そ
れ
の
少

な
い
安
全
な
場
所
へ
の
避
難

を
続
け
ま
し
ょ
う

①総合福祉センター 222 人

②保健福祉センター
86 人

③中部公民館

④六郷公民館 56 人

⑤多々良公民館 53 人

⑥西公民館 31 人

⑦城沼公民館 57 人

⑧第一小学校 63 人

⑨第五小学校 180 人

⑩第八小学校 13 人

⑪城沼総合体育館 90 人

⑫第一中学校 30 人

⑬第三中学校 184 人

⑭多々良中学校 19 人

▶避難所別の避難者数

合計約 1,090 人 ( 市外 97 人 )

A：本市より利根川の下流である加須市北
川辺で氾濫すると、昭和22年のカスリーン
台風時と同様に本市の一部地区へも浸水が
広がるおそれがあるため。
　今回の台風第19号では栗橋水位観測所の
水位上昇に伴い、市は利根川上流河川事務
所と決壊の可能性の確認や避難情報発令の
相談をホットラインで行った。

市内を流れる河川（谷田川・新堀川等）が氾濫
しないよう、大雨時に利根川へと排水し、逆流
を防ぐための施設が排水機場。今回の台風時は
利根川の水位に合わせた稼働調節により、市内
河川で氾濫が発生することはなかった。利根川
の水位が高まり排水が停止した場合は、市内河
川の水位は上昇し、氾濫の危険が高まる可能性
がある。

Q：なぜ利根川 ( 栗橋 ) の水位に注意
　  しなければいけないのか？

排水機場の稼働により浸水を防いだ
台風第 19 号が襲来

各地で大災害を起こす

そのとき館林市では

写真：10 月 13 日の利根川（栗橋地点）の様子、
国土交通省利根川上流河川事務所提供
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▪
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

　
ル
（
１
８
９
） 

　
24
時
間
受
付

▪
東
部
児
童
相
談
所
（
℡
31

─

３

　
７
２
１
）

▪
家
庭
児
童
相
談
室
（
市
こ
ど
も

　
福
祉
課
内

　
内
線
６
６
５
）

▪
館
林
警
察
署 （
℡
75

─

０
１
１
０
）

▪
館
林
保
健
福
祉
事
務
所
（
℡
72─

  

３
２
３
０
）

▪
こ
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
24
（
℡

　
０
１
２
０

─

７
８
３

─

８
８
４
）

児
童
虐
待
防
止
に
関
す
る
展
示

と
き

　11
月
14
日
㈭
～
12
月
15
日
㈰

と
こ
ろ

　ア
ゼ
リ
ア
モ
ー
ル（
楠
町
）

内
容

　
幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定

こ
ど
も
園
に
よ
る
活
動
紹
介

問
合
せ

　こ
ど
も
福
祉
課
子
育
て

支
援
係
（
内
線
６
７
１
）

サ
ン
テ
ィ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
近

藤
町
）

と
き
（
全
４
回
）

▪
水
曜
日
コ
ー
ス

　
12
月
４
日
㈬

～
25
日
㈬
の
水
曜
日

　
午
後
３
時

～
４
時

▪
木
曜
日
コ
ー
ス

　
12
月
５
日
㈭

～
26
日
㈭
の
木
曜
日

　
午
後
３
時

～
４
時

定
員

　
各
５
人
（
先
着
順
）

フ
レ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
若

宮
町
）

と
き

　
12
月
５
日
㈭
～
26
日
㈭
の

木
曜
日

　
午
前
10
時
10
分
～
11
時

参
加
費

　３
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
す
る
物

　母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
子
守
り
帯
、

子
ど
も
用
の
飲
み
物
・
ス
プ
ー
ン

申
込
み
・
問
合
せ

　11
月
11
日
㈪

か
ら
、
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　（
同
セ
ン
タ
ー
内

　
℡
74

─

５
１

５
５
）
へ

※
調
理
中
は
、
母
子
保
健
推
進
員

　
に
よ
る
託
児
が
あ
り
ま
す

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
支
援
制

度
で
あ
る
「
児
童
扶
養
手
当
」
の

支
払
い
月
が
、
11
月
よ
り
奇
数
月

に
変
わ
り
ま
す
。
11
月
は
、
８
月

分
か
ら
10
月
分
ま
で
の
３
か
月
分

が
支
払
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
以
降
は

１
、
３
、
５
、
７
、
９
、
11
月
の

年
６
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
払
い
月

の
前
月
ま
で
の
２
か
月
分
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

申
請
先
・
問
合
せ

　
こ
ど
も
福
祉

課
子
育
て
支
援
係（
内
線
６
３
１
）

　
　「
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
と
き

や
、
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と

き
は
、
児
童
相
談
所
な
ど
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

　

と
き

　12
月
５
日
㈭

　
午
前
９
時

30
分
～
午
後
１
時

と
こ
ろ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

　１
歳
６
か
月
～
３
歳
未
満

の
幼
児
と
保
護
者

定
員

　15
組
（
先
着
順
）

内
容

　
冬
野
菜
と
魚
を
利
用
し
た

簡
単
な
幼
児
食
と
お
や
つ
の
調
理

実
習
と
試
食
・
交
流
会

参
加
費

　４
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
す
る
物

　母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
子
ど
も
用

の
飲
み
物
・
ス
プ
ー
ン

申
込
み
・
問
合
せ

　11
月
11
日
㈪

か
ら
、
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　（
同
セ
ン
タ
ー
内

　
℡
74

─

５
１

５
５
）
へ

※
調
理
中
は
、
母
子
保
健
推
進
員

　
に
よ
る
託
児
が
あ
り
ま
す

と
き

　12
月
10
日
㈫

　
午
前
９
時

30
分
～
午
後
１
時

と
こ
ろ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

　生
後
５
か
月
～
１
歳
６
か

月
未
満
の
乳
幼
児
と
保
護
者

定
員

　20
組
（
希
望
者
多
数
の
場

合
は
初
め
て
の
か
た
優
先
）

内
容

　
魚
を
利
用
し
た
簡
単
な
離

乳
食
の
調
理
実
習
と
試
食
・
交
流
会

10
分
（
全
４
回
）

定
員

　
10
人
（
先
着
順
）

デ
ィ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
楠
町
）

と
き

　
12
月
４
日
㈬
～
25
日
㈬
の

水
曜
日

　
午
前
９
時
～
10
時
（
全

４
回
）

定
員

　
10
人
（
先
着
順
）

共
通
事
項

対
象

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

運
動
習
慣
の
な
い
男
性
の
か
た

内
容

　
マ
シ
ン
を
使
っ
た
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
健

康
講
話
な
ど

※
個
人
の
運
動
機
能
に
合
わ
せ
て

　
実
施
し
ま
す

参
加
費

　
５
０
０
円

持
参
す
る
物

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

上
履
き
、
お
持
ち
の
か
た
は
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ

　
11
月
６
日
㈬

か
ら
、
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
係
（
内
線
６
７
５
）
へ

と
き

　11
月
27
日
㈬

　
午
後
３
時
～

と
こ
ろ

　
公
立
館
林
厚
生
病
院
３

階
講
堂

テ
ー
マ

　
「
糖
尿
病
と
お
食
事
」

講
師

　
五ご

箇か

幸さ
ち

子こ

さ
ん
（
同
病
院

管
理
栄
養
士
）

参
加
費

　
無
料

申
込
み

　
当
日
会
場
へ

問
合
せ

　
同
病

院
経
営
企
画

課
（
℡
72

─
３
１
４
０
）

講
座

教
室

 

・

保
健

福
祉

 

・

12
月
の
幼
児
食
教
室

12
月
の
離
乳
食
教
室

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

公
立
館
林
厚
生
病
院

糖
尿
病
教
室

児
童
扶
養
手
当
が

年
６
回
払
い
に
な
り
ま
す

男
の
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

●
11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」、11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

　　
こ
の
機
会
に
年
金
加
入
状
況
の
確
認
を
！
　
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５
）

　高齢者がいきいきと楽しく集う場で、
どんな活動をしているのか、ぜひご覧
ください。
とき　11月28日㈭　午後１時30分～３時
ところ　アゼリアモール（楠町）
内容　活動発表、いきいき百歳体操の
実技など
参加費　無料
申込み・問合せ　11月26日㈫までに、
高齢者支援課地域包括ケア推進係（内
線 623）へ

通いの場・サロン等交流会

●代表☎0276 - 72 - 4111

7 広報館林

と
き
・
と
こ
ろ

①
11
月
16
日
㈯

　
お
互
い
さ
ま
カ

　
フ
ェ
だ
ん
だ
ん
（
北
成
島
町
）

②
11
月
19
日
㈫

　
赤
羽
公
民
館

③
11
月
20
日
㈬

　
城
沼
公
民
館

④
11
月
21
日
㈭

　
六
郷
公
民
館

※
時
間

　
①
午
後
１
時
30
分
～
３

　
時
、
②
～
④
午
前
10
時
～
11
時

　
30
分

定
員

　
20
人
程
度

内
容

　
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ

ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
認
知
症
の
正

し
い
知
識
や
接
し
方
の
講
話
な
ど

参
加
費

　
無
料

申
込
み

　
①
当
日
会
場
へ
、
②
～

④
は
11
月
18
日
㈪
ま
で
に
、
同
セ

ン
タ
ー
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
60

─

５
６
７
０
）
へ

問
合
せ

　
①
同
セ
ン
タ
ー
東
毛
光

生
園
（
℡
72

─

２
０
６
０
）、
②

～
④
同
セ
ン
タ
ー
社
会
福
祉
協
議

会
、
又
は
高
齢
者
支
援
課
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
係
（
内
線
６
２
３
）

※
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業

と
き

　12
月
４
日
㈬
～
25
日
㈬
の

水
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分
（
全
４
回
）

と
こ
ろ

　オ
ト
ワ
健
康
体
操
塾（
松

原
一
丁
目
）

対
象

　市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

運
動
習
慣
の
な
い
か
た

定
員

　10
人
（
先
着
順
）

内
容

　立
位
や
チ
ェ
ア
を
使
っ
た

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
簡
単
な
有
酸

素
運
動
な
ど
を
行
い
ま
す

参
加
費

　５
０
０
円

持
参
す
る
物

　上
履
き
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
お
持
ち
の
か
た
は
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ

　11
月
６
日
㈬

か
ら
、
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
係
（
内
線
６
７
５
）へ

と
き

　
12
月
３
日
㈫
～
12
月
24
日

㈫
の
火
・
金
曜
日

　
午
後
７
時
～

９
時

　（
全
７
回
）

と
こ
ろ

　
渡
瀬
公
民
館

定
員

　
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
市
内
在
住
・
在
勤
の
か
た

優
先
）

内
容

　
表
や
グ
ラ
フ
の
作
成
、
表

計
算
、
住
所
録
作
成
・
検
索
な
ど

参
加
費

　
２
５
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
）

申
込
み

　
11
月
15
日
㈮
の
午
後
６

時
か
ら
７
時
ま
で
に
、
同
公
民
館
へ

問
合
せ

　
勝か

つ

目め

弘ひ
ろ

教の
り

さ
ん
（
生
涯

学
習
館
林
市
民
の
会

　
℡
０
８
０

-

１
３
４
５-

４
８
７
８
）、又
は

市
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
（
内

線
２
２
７
）

講
座
「
長
寿
社
会
に
お
け
る
健
康

寿
命
を
考
え
る
」

と
き

　
11
月
21
日
㈭

　
午
後
２
時

～
３
時
30
分

　

と
こ
ろ

　
文
化
会
館
３
号
室

定
員

　
40
人
（
先
着
順
）

講
師

　
永な

が

澤さ
わ

義よ
し

弘ひ
ろ

さ
ん
（
学
び
と

福
祉
の
総
合
研
究
所
）

参
加
費

　
無
料

講
座
「
感
染
病
に
つ
い
て
」

と
き

　
11
月
28
日
㈭

　
午
後
２
時

～
３
時
30
分

　

と
こ
ろ

　
文
化
会
館
３
号
室

定
員

　
40
人
（
先
着
順
）

講
師

　
鈴す

ず

木き

雄ゆ
う

介す
け

さ
ん
（
館
林
保

健
福
祉
事
務
所
部
長
）

参
加
費

　
無
料

抹
茶
を
楽
し
む

と
き

　
12
月
３
日
㈫

　
午
後
２
時

～
４
時

と
こ
ろ

　
渡
瀬
公
民
館

定
員

　
15
人
（
先
着
順
）

講
師

　阿あ

部べ

豊と
よ

子こ

さ
ん
（
表
千
家

教
授
）

参
加
費

　
３
０
０
円（
抹
茶
代
な
ど
）

※
当
日
集
金
し
ま
す

俳
句
を
楽
し
む
初
期
講
座

と
き

　
12
月
５
日
㈭

　
午
後
２
時

～
３
時
30
分

　

と
こ
ろ

　
文
化
会
館
３
号
室

定
員

　
30
人
（
先
着
順
）

講
師

　
新あ

ら

谷や

ひ
ろ
し
さ
ん
（
俳
句

誌
「
雪
天
」
主
宰
）

参
加
費

　
無
料

共
通
事
項

※
同
会
会
員
で
な
い
か
た
は
、
年

　
度
会
費
１
０
０
０
円
が
別
途
必
要

申
込
み
・
問
合
せ

　11
月
８
日
㈮

か
ら
、
相あ

い

川か
わ

静し
ず

夫お

さ
ん
（
同
会

　

℡
73

─

２
３
７
６
）、又
は
市
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係
（
内
線
２
２

７
）
へ

有
酸
素
運
動
入
門
教
室

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　11月はエコドライブ推進月間です。
　「エコドライブ」とは、燃料を節約し、
二酸化炭素（ＣＯ ₂）の排出量を減らす
運転のことで、環境とお財布に優しく、
交通事故の防止にもつながる「一石三
鳥」のお得な取り組みです。
　穏やかにアクセルを踏んで発進する
ことや、車間距離にゆとりをもって無
駄な加速・減速を減らすことによって、
燃費の向上や、急発進・急停止による
追突防止などにもつながります。ひと
つひとつは、小さなことかもしれませ
んが、日本の、世界のドライバーが、
みんなで取り組み、積み重なれば大き
な力になります。
　11月は行楽シーズンであり自動車に
乗る機会が多くなります。皆さんもぜ
ひこの機会に人にもクルマにも地球環
境にも優しいエコドライバーになりま
しょう。

令
和
元
年
度
環
境
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品

Vol.71

mini

みんなに優しい
エコドライブ始めませんか

▪
温
暖
化
　
地
球
の
悲
痛
な
　
Ｓ
О
Ｓ

　
　
　
　
　
山や

ま

中な
か

祐た
す
く

さ
ん
（
第
四
中
学
校
）

■
き
れ
い
か
な
　
ポ
イ
捨
て
し
て
る

　
あ
な
た
の
心

　
　
　
　横よ

こ

塚づ
か

悠ゆ

杏あ

さ
ん
（
第
四
中
学
校
）

エ
ク
セ
ル
講
座

講
座

教
室

 

・

生
涯
学
習
館
林
市
民
の
会



情報アラカルトInformation 
a la carte

　
効
果
的
な
宣
伝
方
法
や
、
マ
ス

コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
や
す
い
宣

伝
方
法
を
、
分
か
り
や
す
く
お
伝

え
し
ま
す
。

と
き
　
12
月
３
日
㈫
　
午
後
２
時

〜
５
時

と
こ
ろ
　
ジ
ョ
イ
ハ
ウ
ス
（
美
園

町
）

対
象
　
県
内
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
経
営
者
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
担
当
者

定
員
　
70
人

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ

　（
公
財
）
県

産
業
支
援
機
構
（
℡
０
２
７

─

２

６
５

─

５
０
１
３
）
へ

と
き
　
11
月
15
日
㈮
　
午
後
５
時

〜
６
時

と
こ
ろ
　
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス
（
邑
楽
郡
板
倉
町
）

テ
ー
マ
　
「
生
命
現
象
が
語
る
ス

ト
レ
ス
社
会
に
適
応
す
る
知
恵
」

〜
ス
ト
レ
ス
は
な
ぜ
あ
る
の
か
？

病
気
は
な
ぜ
あ
る
の
か
？
〜

講
師

　根ね

建だ
ち

拓た
く

さ
ん
（
同
大
学
生

命
科
学
部
応
用
生
物
科
学
教
授
）

参
加
費
　
無
料

〜
正
午
（
予
定
）

と
こ
ろ

　南
幼
稚
園
園
庭
、
鶴
生

田
川

内
容

　川
沿
い
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の

花
の
植
え
替
え
作
業
、
ボ
ー
ト
で

の
川
下
り
体
験

※
花
苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
豚
汁
の

　
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す

参
加
費

　無
料

申
込
み

　当
日
会
場
へ

問
合
せ

　市
民
協
働
課
市
民
協
働

係
（
内
線
６
８
６
）

※
同
グ
ル
ー
プ
で
は
、
新
規
会
員

　
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込
み

　当
日
会
場
へ

問
合
せ

　同
大
学
板
倉
事
務
課
（
℡

82

─

９
１
０
３
）、又
は
市
農
業
振

興
課
農
業
振
興
係（
内
線
２
４
６
）

と
き

　11
月
10
日
㈰
　
午
前
11
時

〜
午
後
１
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ
　
障
が
い
者
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
（
成
島
町
）

内
容

　Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｌ
Ａ
（
ダ
ン
ス
チ

ー
ム
）、ザ
・
ウ
ド
ニ
ー
ズ
（
音
楽

ユ
ニ
ッ
ト
）
他
の
出
演
、
野
菜
販

売
（
サ
ン
ラ
イ
ズ
）、ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
販
売
（
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
）、キ
ッ
ズ
コ

ー
ナ
ー
、
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど

の
模
擬
店

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
同
セ
ン
タ
ー
（
℡
61

─

３
９
０
０
）

と
き
・
と
こ
ろ
　
11
月
17
日
㈰
　

午
前
９
時
・
多
々
良
沼
公
園
野
鳥

観
察
棟
駐
車
場
　（
日
向
町
）
集
合
、

正
午
解
散

参
加
費
　
２
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

※
中
学
生
以
下
は
無
料

持
参
す
る
物

　双
眼
鏡

※
貸
し
出
し
用
は
数
に
限
り
が
あ

　
り
ま
す

申
込
み

　当
日
会
場
へ
　

問
合
せ

　飯い
い

塚づ
か

政ま
さ

弘ひ
ろ

さ
ん
（
日
本

野
鳥
の
会
群
馬
館
林
分
会
　
℡
73

─

２
８
７
６
）、多
々
良
沼
公
園
管

理
事
務
所
（
℡
56

─

９
９
７
８
）、

又
は
市
地
球
環
境
課
環
境
保
全
係

　（
内
線
４
５
３
）

　
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
研
究
グ

ル
ー
プ
　「
花は

な

水み
ず

木き

」
が
「
鶴つ

る

生う

田だ

川
親
水
大
作
戦
」
を
行
い
ま
す
。

と
き
　
11
月
23
日
㈷
　
午
前
９
時
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講
座

教
室

 

・

「
お
金
を
か
け
ず
に
宣
伝

す
る
方
法
」
セ
ミ
ナ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

鶴
生
田
川
親
水
大
作
戦

催
し
物

多
々
良
沼
県
民
探
鳥
会

障
が
い
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
秋
ま
つ
り

プラネタリウム・ヒーリング
「星月夜★ゆめがたり」

とき　11月23日㈷　午後６時20分
～７時20分（午後６時開館・開場、
途中入退場は不可）
ところ　向井千秋記念子ども科学館
対象　中学生以上（中学生は保護
者同伴）
定員　2 4 0 人（先着順）
内容　星座の解説、朗読、ピアノ
演奏
参加費　高校生以上1 0 0円、中学
生無料
申込み　当日会場へ
問合せ　同館（℡ 75-1515）

●
休
館
の
お
知
ら
せ

第
一
資
料
館
は
11
月
11
日
㈪
〜
22
日
㈮
ま
で
、
展
示
替
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
　
文
化
振
興
課
文
化
財
係
（
文
化
会
館
内
　
☎
74-

４
１
１
１
）　

●代表☎0276 - 72 - 4111

求
評
会

と
き
　
11
月
28
日
㈭
　
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

内
容
　
館
林
紬つ

む
ぎ

を
中
心
と
し
た
新

作
品
や
館
林
織
物
の
歴
史
を
展
示

※
先
着
50
人
に
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン

　
ト
し
ま
す

講
習
会

と
き
　
11
月
28
日
㈭
　
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
、　
午
後
１
時
〜
２
時

内
容
　
館
林
紬
を
使
っ
た
小
物
作

り
を
し
ま
す

共
通
事
項

と
こ
ろ
　
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
館
林
織
物
連
合
協
同
組

合
（
℡
72

─

０
４
０
５
）、又
は
市

商
工
課
工
業
振
興
係
（
内
線
２
０
４
）

と
き
　
12
月
１
日
㈰
　
午
前
９
時
・

元
館
林
高
等
技
術
専
門
校
校
庭
集
合

※
受
付
は
午
前
８
時
30
分
〜

※
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止

コ
ー
ス
　「
夕
陽
と
彫
刻
の
小
径
」、

県
立
館
林
美
術
館
見
学
（
全
長
約

８
㎞
）

※
小こ

濱は
ま

信し
ん

一い
ち

さ
ん
（
館
林
陸
上
競

　
技
ク
ラ
ブ
員
）
に
よ
る
ウ
オ
ー

　
キ
ン
グ
指
導
が
あ
り
ま
す

参
加
費
　
無
料

※
参
加
さ
れ
た
か
た
に
は
参
加
賞

　
を
進
呈
し
ま
す
。ま
た
、３
コ
ー

　
ス
全
て
回
ら
れ
た
か
た
に
記
念

　
品
を
贈
呈
（
昨
年
度
か
ら
の
継

　
続
可
）

※
３
回
目
に
つ
い
て
は
、
後
日
広

　
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

持
参
す
る
物
　
飲
み
物
、
雨
具
、

お
持
ち
の
か
た
は
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
カ
ー
ド
、「
新
日
本
歩
く
道
紀
行

１
０
０
選
め
ぐ
り
」
マ
ッ
プ

申
込
み
・
問
合
せ
　
11
月
７
日
㈭

か
ら
28
日
㈭
ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
振
興
係
（
城
沼
総
合
体
育

館
内
　
℡
74

─
２
６
１
１
）
へ

※
25
日
㈪
は
休
館

と
き
　
12
月
８
日
㈰
　
午
後
７
時

開
会
（
午
後
６
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

内
容
　
ス
キ
ー
映
画
の
鑑
賞
と
抽

選
会（
ス
キ
ー
板
、リ
フ
ト
券
な
ど
）

参
加
費
　
無
料

※
抽
選
会
参
加
者
は
７
０
０
円

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

※
抽
選
会
参
加
者
は
午
後
７
時
30

　
分
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
齊さ

い

藤と
う

孝た
か

夫お

さ
ん
（
館
林

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
℡
73

─

７
２
３

１
）、又
は
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振

興
係
（
城
沼
総
合
体
育
館
内
　
℡

74

─

２
６
１
１
）

　
県
立
館
林
高
等
特
別
支
援
学
校

の
生
徒
が
、
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
・

ジ
ュ
ー
ス
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

と
き
　
12
月
９
日
㈪
・
10
日
㈫
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
ア
ゼ
リ
ア
モ
ー
ル（
楠
町
）

内
容
　
美
術
作
品
の
展
示
、
手
作

り
製
品
の
販
売
、
飲
み
物
の
無
料

提
供

問
合
せ
　
同
校
（
℡
71

─

１
０
０
０
）

●
休
館
の
お
知
ら
せ

図
書
館
は
蔵
書
点
検
の
た
め
11
月
11
日
㈪
〜
18
日
㈪
ま
で
休
館
し
ま
す
。
図
書
・
雑
誌
の
返
却
は
ポ
ス
ト
を
利
用
く
だ
さ
い
　
図
書
館
（
☎
74-

２
３
４
６
）　

製粉ラボ
とき　12月７日㈯　午前11時～12時、
午後２時～３時
※各回とも同じ内容。開始15分前に製
　粉ミュージアム入口に集合ください
ところ　製粉ミュージアム（栄町）
定員　各20人（先着順）
内容　実りの沼、「多々良沼」の恵み
の象徴である小麦と製粉についてワー
クショップ形式で学習します
参加費　高校生以上2 0 0円、小・中学
生 1 0 0円、小学生未満無料
着物で茶席を楽しもう !
とき　12月８日㈰　午前10時～11時、
午前11時～正午
※各回とも同じ内容です
ところ　茂林寺（茶室「瑞鶴庵」）
定員　各10人（先着順）
内容　祈りの沼「茂林寺沼」のほとり
にある分福茶釜ゆかりの茂林寺で、着
物を着てお茶席を体験します
※洋服での参加も可
参加費　
茶席のみ（ご自身の着物を着て参加）
2,000円、茶席と着物をレンタル（着付
け込み）4,500円、茶席と着物持込み（着
付けのみ）3,500円
共通事項
申込み・問合せ　11月７日㈭から12月
３日㈫までに電話、又はメールで文化
振興課日本遺産プロジェクト（　nih
onisan@city.tatebayashi.gunma.
jp　℡71 - 4111）へ

日本遺産「里沼」
ワークショップを開催

9 広報館林

た
て
ば
や
し
ウ
オ
ー
ク

２
０
１
９

館
林
織
物
求
評
会
・
講
習
会

ス
キ
ー
映
画
の
夕
べ
＆

抽
選
会

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

宇
宙
（
そ
ら
）
カ
フ
ェ

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒374 － 0053　群馬県館林市赤土町 810 －１
☎ 0276 － 73 － 5011　Fax0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/

開業・決算・確定申告などの税金に関することなら

関東信越税理士会所属

あなたは大丈夫？　相続税のこと考えてますか？
悩む前にご相談を！（無料相談受付中　土・日・　可）

E-mail:taguchi-yoshiyuki@tkcnf.or.jp
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a la carte

※
有
給
休
暇
あ
り

■

福
利
厚
生
　
社
会
保
険
、
雇
用

　
保
険
に
加
入

勤
務
地
　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

賃
金
（
月
額
）
　
14
万
６
０
０
０
円

選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

提
出
書
類
　
履
歴
書
、
有
資
格
証

明
書
の
写
し

提
出
先
・
問
合
せ
　
11
月
29
日
㈮

　（
必
着
）
ま
で
に
、
提
出
書
類
を

持
参
、
又
は
郵
送
で
市
民
協
働
課

市
民
相
談
係
（
〒
３
７
４

─

８
５

０
１
　
市
役
所
内
　
内
線
６
９
３

k
yo
d
o
@
city.tateb

aya
sh
i.g
u
n
m
a.jp

）
へ

    

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太

田
出
張
所
で
は
、
次
の
と
お
り
自

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
野の

村む
ら

和か
ず

三み

さ
ん
（
上
州

竹
と
ん
ぼ
の
会
　
℡
74

─

５
２
６

８
）、又
は
向
井
千
秋
記
念
子
ど
も

科
学
館
（
℡
75

─

１
５
１
５
）

応
募
人
数
　
１
人

応
募
資
格（
全
て
に
該
当
す
る
か
た
）

■

消
費
生
活
相
談
員
、
生
費
生
活

　
専
門
相
談
員
、
消
費
生
活
ア
ド

　
バ
イ
ザ
ー
、
消
費
生
活
コ
ン
サ

　
ル
タ
ン
ト
の
い
ず
れ
か
の
資
格

　
が
あ
る

■

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る

■

普
通
自
動
車
運
転
免
許
が
あ
る

内
容
　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

対
応
（
助
言
、
あ
っ
せ
ん
な
ど
）

及
び
情
報
提
供
。
ま
た
、
消
費
者

教
育
及
び
啓
発
な
ど
を
行
い
ま
す

雇
用
期
間
　
令
和
２
年
１
月
１
日

〜
同
２
年
３
月
31
日
ま
で

勤
務
条
件
　
週
４
日
　
午
前
８
時

45
分
〜
午
後
５
時
（
休
憩
60
分
）

■

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
及

　
び
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１

　
月
３
日
）

　館
林
地
域
の
食
品
工
場
な
ど
を

見
学
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

　11
月
28
日
㈭

正
午
・
市
役
所
集
合
　
午
後
５
時

解
散
（
予
定
）

対
象

　18
歳
以
上
の
か
た

定
員

　20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

内
容

　正
田
醤
油
㈱
（
大
島
町
）、

ア
サ
ヒ
飲
料
㈱
（
大
新
田
町
）
の

見
学

※
見
学
先
及
び
行
程
は
変
更
に
な

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す

参
加
費

　５
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

申
込
み

　11
月
14
日
㈭
（
必
着
）

ま
で
に
、
申
込
書
（
商
工
課
及
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

を
郵
送
、
又
は
直
接
同
工
業
振
興

係
（
〒
３
７
４-

８
５
０
１
　
市

役
所
内
）
へ

問
合
せ

　同
工
業
振
興
係
（
内
線

２
０
４
）

と
き
　
11
月
24
日
㈰
　
午
前
８
時

〜
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
館
林
城
ゆ
め
ひ
ろ
ば

参
加
費
　
１
０
０
０
円

持
参
す
る
物
　
手
作
り
竹
と
ん
ぼ

衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
種
目
・
応
募
資
格

①
高
等
工
科
学
校
生
徒
　（
17
歳

　
未
満
の
男
性
）　

※
推
薦
は
学
校
長
の
責
任
の
も
と

　
に
推
薦
で
き
る
か
た

②
自
衛
官
候
補
生
（
18
歳
以
上
33

　
歳
未
満
の
か
た
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

受
付
期
間
　
①
の
推
薦
は
令
和
元

年
11
月
29
日
㈮
、
①
の
一
般
は
令

和
２
年
１
月
６
日
㈪
ま
で
、
②
は

通
年

問
合
せ
　
同
出
張
所
（
℡
45

─

５

５
６
３
）

募
集

ふ
る
さ
と
食
文
化

体
験
ツ
ア
ー

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
員
を
募
集

催
し
物

　市と商工会議所との共催で年末資金
などの資金繰りに関する相談会を開催
します。当日は日本政策金融公庫によ
る事業資金相談会も併せて開催します。
ぜひご利用ください
とき　11月21日㈭　午前10時～午後４時
ところ　館林商工会議所
申込み・問合せ　11月19日㈫までに商
工課工業振興係 （内線 204）

年末の資金繰り対策
　特別金融相談会

竹
と
ん
ぼ
競
技
大
会

自
衛
官
を
募
集

11 広報館林

●代表☎0276 - 72 - 4111

と
き
　
11
月
21
日
㈭
　
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
５
０
３
会
議
室

定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

申
込
み

　当
日
会
場
へ

※
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
、
事

　
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
教
育
総
務
課
総
括
係（
内

線
２
１
８
）

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事

業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及

広
報
を
行
う
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
行
政
区
な
ど
へ
助
成
を

行
う
も
の
で
す
。

　
令
和
元
年
度
は
助
成
を
受
け
た

高
根
区
が
、
エ
ア
コ
ン
や
集
会
テ

ン
ト
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。
ま

た
、（
公
財
）
群
馬
県
市
町
村
振
興

協
会
に
お
い
て
も
、
宝
く
じ
の
交

付
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
、
行
政

区
、
町
内
会
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
組
織
の
活
動
に
必
要
な
設
備
、

施
設
の
整
備
に
対
し
、
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
緑

町
二
丁
目
区
会
が
提ち

ょ
う

灯ち
ん

や
エ
ア
コ

ン
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

問
合
せ
　
行
政
課
行
政
係
（
内
線

３
１
８
）

　
令
和
元
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

市
役
所
で
作
成
し
た
確
定
申
告
書

な
ど
に
つ
い
て
は
電
子
デ
ー
タ
で

税
務
署
へ
提
出
す
る
た
め
、
市
役

所
で
確
定
申
告
を
予
定
さ
れ
て
い

る
か
た
は
、
利
用
者
識
別
番
号
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
利
用
者
識
別
番
号
は
、

館
林
税
務
署
ま
た
は
国
税
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
取
得
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。申
告
相
談
の
際
は
、

事
前
に
取
得
し
た
利
用
者
識
別
番

号
の
分
か
る
書
類
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
　
利
用
者
識
別
番
号
に
つ

い
て
は
館
林
税
務
署
（
℡
72

─

４

３
７
３
）、申
告
相
談
に
つ
い
て
は

市
税
務
課
市
民
税
係
（
内
線
６
０
５
）

　
　（
一
社
）
群
馬
建
築
士
会
館
林

支
部
で
は
、
住
宅
に
関
す
る
困
り

ご
と
や
、
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談

を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
新
築
住

宅
の
間
取
り
相
談
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。

と
き
　
12
月
６
日
㈮
　
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
同
会
館
林
支
部
（
℡
72

─
３
３
２
１
）、又
は
市
建
築
課
建

築
指
導
係
（
内
線
４
０
６
）

と
き　

12
月
６
日
㈮
　
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

内
容　

空
き
家
の
管
理
や
除
却
な

ど
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

申
込
み

　当
日
会
場
へ

問
合
せ　

建
築
課
住
宅
施
設
係
（
内

線
４
０
５
）

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性

の
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
窓
口

の
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

と
き
　
11
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時（
土
・

日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

電
話
番
号
　
℡
０
５
７
０

─

０
７

０

─

８
１
０

※
IP
電
話
か
ら
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

問
合
せ
　
前
橋
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
（
℡
０
２
７

─

２
２
１

─

４
４
６
６
）

 

 
  

 

 

お
知
ら
せ

空
き
家
無
料
相
談
会

確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

宝
く
じ
の
助
成
金
で
地
域
活

動
を
充
実

教
育
委
員
会
定
例
会

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間

住
宅
に
関
す
る
お
悩
み
に

住
宅
困
り
ご
と
無
料
相
談

　市内中小企業の円滑な事業承
継をサポートするため、本市で
は無料で専門家による相談を受
け付けています。ぜひご利用く
ださい。
定員　５件（先着順）
※予算がなくなりしだい終了
申込み　申込書（市ホームペー
ジにあります）を商工課工業振
興係へ
問合せ　同工業振興係（内線204）

緑町二丁目区会

高根区

事業承継個別
無料相談



市民の皆さんの活動や
イベントを紹介する
コーナーです

市 民 の
ひ ろ ば
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持
ち
、
全
国
を
忙
し
く
か
け
回

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
指
導
も
行
っ

て
い
て
「
ほ
め
て
育
て
る
が
基

本
で
す
」
と
狩
野
さ
ん
。
空
手

を
習
う
こ
と
で
、「
礼
儀
作
法
は

も
ち
ろ
ん
、
仲
間
と
の
き
ず
な

や
人
の
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
、

後
輩
を
い
た
わ
る
心
な
ど
を
学

ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
大
会
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
で

す
が
、「
来
年
は
絶
対
優
勝
し
ま

す
！
」
と
、
狩
野
さ
ん
の
気
持

ち
は
す
で
に
来
年
に
向
け
て
気

合
十
分
。
先
を
見
据
え
稽
古
に

も
余
念
が
な
い
様
子
で
す
。

　
「
四
方
八
方
の
敵
を
想
像
し

て
倒
し
て
い
く
。
そ
の
中
で
ど

れ
だ
け
自
分
が
入
り
込
め
、
表

現
で
き
る
か
が
魅
力
か
な
」
と

話
す
の
は
、
今
年
、
空
手
の
日

本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

の
男
子
型
競
技
４
部
で
準
優
勝

を
し
た
狩
野
吉
春
さ
ん
で
す
。

　
空
手
は
中
学
生
の
時
か
ら
始

め
、
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
の

は
28
歳
か
ら
。「
父
も
柔
道
家
だ

っ
た
の
で
、
武
道
が
身
近
だ
っ

た
し
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
が

好
き
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
」
と

狩
野
さ
ん
。
稽
古
を
重
ね
、
今

で
は
全
日
本
空
手
道
連
盟
の
６

段
で
、
全
国
審
判
員
の
資
格
を

今から準備をして来年は絶対に優勝します

狩
か

野
のう

吉
よし

春
はる

さん

profile
昭和24年１月、大街道二丁目に生まれる。
空手の稽古はほぼ毎日行っている。基礎
体力作りのため１時間のウオーキングも
日課。10 代から音楽にも親しみ、今で
も友達とバンドを組んでライブを行う。
作詞作曲のほか、ボーカルまでこなす。

全
力
１
０
０
％
で
　

魅
せ
る
空
手
「
型
」
に
夢
中

子どもたちに優しく、ときには厳しく指導する狩野さ
ん（写真左）。勝ち取った準優勝の賞状。悔しい気持ち
は来年へのモチベーションとなっている（写真右）

 （大街道二丁目）

フォトキャンバス

13 広報館林

話題のラグビーに子どもたちも熱中！

合同就職面接会を開催
働きたい障がい者と地域企業をつなぐ

　ラグビー教室が、10月16日、美園保育園で開催されま
した。園児たちはパスやタックル、ボールを持ってゴー
ルまで走るトライに挑戦したほか、チームでトライの速
さを競うミニゲームも全力で楽しみました。また、ラグ
ビーを通して思いやりと協力の心を学びました。

自身の半生を描きながら語る
人、物、表現とは何か

　５回にわたって開催されている市民大学講座。第２回
の10月４日では、画家の山

やま

口
ぐち

晃
あきら

さんが、三の丸芸術ホー
ルで講演しました。山口さんは、作品や経験にまつわる
エピソードを交えながら、人にはそれぞれの個性があり、
お互いを尊重するたいせつさを伝えてくれました。

個性あふれるハロウィンナイト
仮装姿で大集合！

　Halloween Night 2019 in Tatebayashi が、10
月19日、下町通り商店街で開催されました。歩行者
天国になった会場はおばけや魔法使いなどにふんし
た仮装姿の人びとでにぎわい、ハロウィンモチーフ
のフォトスポットで記念撮影をしたり、買い物を楽
しんだりする姿が見られました。

　障がい者就職面接会が、10月15日、文化会館小ホール
で開催されました。これは就業を希望する障がい者と障
がい者雇用に取り組む事業所を結び付け、就業・雇用の
拡大を図るためのものです。面接に訪れた43人の求職者
は、参加した10事業所の説明を熱心に聞いていました。

みんなで力を合わせてトライ！
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施設
だより
市文化施設の
催し物などを
お知らせします

施 設
だ よ り

文学館 田山花袋記念文学館
（℡74 - 5100）

　現在開催中の特別展「城沼がはぐくんだ花袋の文
学」では、花袋と、生涯の親友である民俗学者の柳

やなぎ

田
た

国
くに

男
お

の交友を紹介しています。
　花袋と国男は明治25年頃から交友を深め、明治30
年頃には互いに「恋」を詠んだ詩歌を多く発表し合
いました。国男が花袋に宛てた当時の書簡からは、
ともに人生や恋を語り、習作の詩歌を磨き合ってい
た様子がうかが
えます。
　とくに、右の
国男書簡には、
　「恋」と花袋と
の「友情」の両
立に悩み苦しむ
国男の内面がよ
く現れています。
展示期間　12月
１日㈰まで

花袋と柳田国男の青春

国男が花袋へ宛てた書簡
（明治30年６月25日付）（部分）

先
人
た
ち
の

　
　
　を
た
ど
っ
て

　明治35年（1902）、館林鳶
とび

組創立から35年を記
念して、鳶組合員や大工連、左官連などの職人
が建てた碑です。館林鳶組をはじめ、館林の建
設業関係者は、覺

かく

應
おう

寺
じ

にある太
たい

子
し

堂で太子講（聖
徳太子を祀

まつ

る講）を行っていたため、覺應寺境
内にこの碑が建てられました。表面の碑文は書
家の岡

おか

戸
ど

畊
こう

瑩
えい

が揮
き

毫
ごう

しました。

栄町（覺應寺境内）
市史編さんセンター

（℡76 - 7651）

思
い
思
い
思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
思
い
思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
思
い
思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

43

～いしぶみ～

11月の施設の休館日（施設名・期間・問合せ）
■図書館　５日㈫・11日㈪～18日㈪・25日㈪・29日㈮・℡74 - 2346
■第一資料館　５日㈫・11日㈪～22日㈮・25日㈪・29日㈮・℡74 - 4111
■城沼総合体育館　25日㈪・℡74 - 2611

日本遺産「里沼」構成文化財♯４

　堀工町のどんど焼きは、
江戸時代から続く年中行事
で、茂林寺沼近くにある熊
野神社の神事の一つでした。
　現在は地区の行事として、毎年１月15日に近
い日曜に、地元の堀工町ふれあい広場で行われ
ています。古いお札やだるまなどを焚

た

いて、１
年間の無病息災を祈ります。お焚き上げのヤグ
ラは、茂林寺沼で刈った葦やナスガラなどを積
み上げて作られています。
　茂林寺沼湿原の土地の一部はかつて熊野神社
の所有地にもなっており、どんど焼きの際に使
う資材を採集・確保する目的があったと考えら
れています。
　茂林寺沼が人びとの祈りや願いと密接に関わ
りある〝祈りの沼〟であったことを今に伝えて
くれます。

堀工町のどんど焼き
三の丸芸術ホール・文化会館

市民菊花展
とき　10月28日㈪～11月18日㈪　午前９時～午後４時
ところ　茂林寺境内
内容　菊花の展示
館林市美術展
とき　11月22日㈮～24日㈰　午前10時～午後５時（最終
日は午後４時まで）
ところ　三の丸芸術ホール、文化会館小ホール
内容　絵画、彫刻、工芸の展示
市民音楽のつどい
とき　11月24日㈰　午後１時15分～午後４時（予定）
ところ　三の丸芸術ホール
内容　コーラス、吹奏楽、オーケストラなどの演奏
共通事項
入場料　無料
問合せ　市芸術文化祭運営委員会（同ホール内　℡75 -
3030）

第42回　館林市芸術文化祭

市日本遺産プロジェクト
（℡71 - 4111）

館林鳶組記念碑

15 広報館林

図書館 図書館
（℡74- 2346）

新着＆おすすめ本紹介 映画会で楽しいひとときを

お話と紙芝居の会

　読み聞かせボランティア「にじの会」が、参加されるかた
の年齢に応じて、選んだ絵本などを読み聞かせます。
とき　毎週土曜日　午後２時～２時30分（休館日を除く）

　天皇一代に一度、即位直後に行う大嘗
祭。いつ、どのように成立したのか？大
嘗祭の秘儀に込められた意味や、その本
質に迫ります。（一般書）

真弓常忠／著　学生社

ますだゆうこ／作　たちもとみちこ／絵　文溪堂

大嘗祭の世界

　明日が七五三の、５歳のそらくんと７
歳のあおいちゃん。風邪をひいてしまっ
たあおいちゃんを元気づけるため、そら
くんはアメを探します。（児童書）

七五三すくすくおいわいの日！

①夜間天体観望会「神話に出てくる
　星座を探そう」
　　プラネタリウムでの星座解説と
　実際の空での観察を行います。
　とき　11月10日㈰　午後６時～７
　時30分
　※プラネタリウムでの星座解説は午後６時10分～
　　６時25分、午後６時50分～７時５分
　※雨天・曇天の場合はプラネタリウムでの星座解
　　説のみ
②公開天文台
　　月や昼間でも観察できる星などを観察します。
　とき　12月１日㈰　午後１時50分～２時  10分　
　※雨天・曇天の場合は施設公開のみ
③サイエンスショー　「ふしぎな石！じしゃくの大実験」
　　じしゃくの性質について、楽しく学べる実験シ
　ョーです。
　とき　11月10日㈰・24日㈰　午後１時50分～２時
　10分

広報

科学館
向井千秋記念子ども科学館（℡75 - 1515）

①～③は参加費無料。③は大人（高校生以上）は別途入館料がかかります
※12月１日㈰は入館無料

④科学講座「メリークリスマス！ソープキャンドル
　の優しい光をプレゼント」
　とき　12月21日㈯　午前９時30分～正午
　対象　小学生以上（小学１・２年生は保護者同伴）
　定員　24人（先着順）
　内容　クリスマスシーズンにち
　なんで、石けんを使ったろうそ
　く作りにチャレンジします
　参加費　200 円（材料費・保険料）
　申込み・問合せ　11月23日㈷の午前９時から、同
　館ホームページ（http://www.city.tatebayashi.  
　gunma.jp/kagakukan/）へ
【工事期間中の一部利用制限について】
　現在、エントランスホールの天井耐震改修工事を
行っています。また、工事に伴い、施設・設備の一
部利用を制限しています。
　皆さんには大変ご不便をおかけしますが、ご理解
のほどよろしくお願いします。詳しくは、同館ホー
ムページをご覧ください。

一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）

11月20日㈬ 冬構え

12月１日㈰

毛糸の指輪

12月４日㈬

12月７日㈯ 三度目の殺人

子ども向け（いずれも午前10時30分～、参加費無料）

12月１日㈰ たのしいたのしいアニメコレクショ
ン「ミッキーの誕生日」ほか
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人形劇団『青い鳥』

問
合
せ　

大
島
公
民
館
（
℡
77

─

１

５
０
２
）

　
人
形
劇
団
『
青
い
鳥
』

は
、
現
在
４
人
の
団
員
で
、

児
童
館
や
保
育
園
な
ど
か

ら
の
依
頼
に
応
じ
て
、
人

形
劇
を
披
露
す
る
活
動
を

20
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
。

　
毎
回
、
童
話
な
ど
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
脚
本
を
作
成
。
人
形

も
手
作
り
の
も
の
を
使
用

し
て
演
じ
て
い
ま
す
。
目

を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
真
剣

に
劇
を
観
て
く
れ
る
子
ど

も
た
ち
か
ら
、
い
つ
も
元

気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
大
島
公
民
館
で
、
毎
週

水
曜
日
の
午
後
１
時
30
分

か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
か
た
は
見
学

に
来
て
く
だ
さ
い
。

○表紙の写真

　11月17日㈰、産業祭
が、つつじが岡公園で
開催されます。農業・
工業・商業の祭典に、
ぜひ足を運んでみてく
ださい。

Tateb
ayashi  kitchen

たてばやしの

定番昼ごはん
vol 80vol 80

　豚肉と野菜を揚げ、甘めのタレでからめた、保育園の子どもたちが大好きなメニ
ューの一つ。肉じゃがと酢豚のちょうど中間のような一品で、おかずとしても、お
つまみとしても最適です。食卓のもう一品にぜひお試しください。

　　豚肉の変わりみそ和え

じゃがいもは切った後水にさらしてから揚げましょ

う。野菜はレンジで熱を通してから揚げると時短に♪

111

　日本中が熱狂したラグビーワールドカップ。
にわかファンの１人な私ですが、ちょっとずつ
ルールも覚え、日本代表の勇姿に最高に盛り上
がりました。そんな中取材した保育園のラグビ
ー教室でも、「テレビで日本の試合を見た！」「ラ
グビーかっこいい！」と子どもたちが大はしゃ
ぎ。また来年の東京五輪で、熱い試合が見られ
ることを楽しみにしています。（愛）

作り方
①鍋に調味料Ａを入れてひと煮立ちさせる
②生姜と料理酒で作った下味の中に豚薄切
　り肉を入れ、20～30分漬け込む
③じゃがいもは１㎝、にんじんは５㎜位の
　厚さのいちょう切りにして、中温の油で
　素揚げする
④②の豚肉に片栗粉を薄く付け、中温の油
　で揚げ、ひと口大の大きさに切る
⑤①に③と④を入れ、サッとからめて完成！

材　料（４人分）
■豚薄切り肉
■じゃがいも　　　　　　　　　　
■にんじん
■生姜（すりおろし）
■料理酒
■片栗粉 
■サラダ油
【調味料 A】
■砂糖
■しょうゆ
■トマトケチャップ
■みそ

80ｇ
１個

中 1/3 本
小さじ 1/2
大さじ 1/2
大さじ２

適宜

小さじ４
小さじ１
大さじ１

大さじ 1/2

一人前当たり 158kcal

　　豚肉の変わりみそ和え
公立保育園の給食


